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研究成果の概要（和文）： 

本研究ではトビリシ出身のアルメニア系グルジア士族エニコロピアン（「言葉の箱」）家の活動
に注目した。家学である書記・多言語能力を活かし、マヌーチェフル･ハーン（イラン皇帝の側
近宦官）、ミハイル・ロリス＝メリコフ（ロシア帝国内相）など、イラン･ロシア帝国双方の高
官を輩出し、二カ国間関係でも活躍したが、同家の権力と政治基盤は 19 世紀コーカサス・フロ
ンティア社会の到達点と限界を示していたことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study features the lives of Enikolopian family in 17-19th centuries. A Georgian noble 
of Armenian origin based in Tbilisi possessed a traditional skill of multi-lingual 
capacity and served Georgian kings as scribes and diplomats. In 19th century the family 
and their relatives produced such influential imperial elites like Manuchehr Khan Gorji 
(Qajar Iran) and Mikhail Loris=Melikov (Russian Empire). Their achievements and their 
ambivalent identities clearly reflect the regional features of the Caucasian frontier 
society between empires in the transitional period towards modern nation. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究着想の背景として、主に以下の 3点の

研究動向・問題関心をあげることができる。 

 

（１）歴史学において、境界を越えた人の移

動や交流の諸相、人が動くことによって生じ

た制度的・社会的変容などに注目が集まりつ

つある。これは、国民国家システムとこの中

で守られてきた国民国家史学が限界を迎え

つつあることを示している。研究推進者は一

貫してコーカサス出身者の「周辺世界」にお

ける「越境的」歴史的活動を明らかにする作
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業に従事してきた。この中で、19世紀のイラ

ン・ロシア関係で重要な役割を果たしながら、

一国史の枠内で完全に忘れ去られているエ

ニコロピアン一族について、ある程度基礎的

な情報を集めるに至った。 

 

（２）上記のアクターの問題に対し、空間認

識の問題に関しても、近年新たな研究動向が

見られる。従来、「征服者」と「被征服者」

の二分法で語られることの多かったフロン

ティア（境界領域）研究は、アメリカを中心

に境界における多様性が注目され、むしろ異

文化の出会いと混淆の場としての側面が強

調されるようになった。T.Barrett の優れた

著作など、その影響はロシア近代史にも及ん

でいる。こうした新たな研究動向を踏まえて、

イラン･ロシア関係史やコーカサス地域史の

視点からも同一族の活動の再検討が可能で

ある。 

 

（３）とりわけエニコロピアン一族の出身地

トビリシは、中東に向かって開かれ、西のオ

デッサ、東のハルビンらと並ぶロシア帝国の

代表的なフロンティア都市であり、境界を超

えた影響力を持つ知識人が伝統的に活躍し

た場所である。同一族の活動を例にすること

で、東洋学とロシア史研究など既存の枠組み

に依拠した先行研究も利用しつつ、多面的か

つ総合的に 19 世紀コーカサス現地社会の変

容について探求することが可能である。また、

境界域研究への関心の高まりを受けて、コー

カサスに注目する若手研究者はアメリカを

中心に増加しつつあり、活発な議論を通して

コーカサス史や帝国論等について理論的に

深めることも期待できる。 

 

２．研究の目的 

上記の研究動向・問題関心を踏まえた上で、

本研究課題は、トビリシ出身のアルメニア人

家系エニコロピアン家の広範囲な歴史的活

動を忠実に復元した上で、考察を加え、中東

とロシアを結ぶ近代コーカサス・フロンティ

ア社会の変容を明らかにすることを目的と

した。現在、国民国家体制の矛盾が露呈する

中、20世紀の歴史学が隠蔽してきた「境を越

える」歴史研究に大きな注目が集まっている。

本研究はコーカサス史、イラン史、ロシア史

だけではなく、アルメニア・ディアスポラ研

究や帝国とフロンティア関係史など中央ユ

ーラシア研究にまつわる諸問題解明に有意

義な成果をもたらすことが期待できる。帝国

の支配エリートを輩出しながら、コーカサス

という周縁の磁場を背負うという矛盾する

エリート家系に関する研究であり、より地域

社会に密着した研究を行うことで、新たな近

代コーカサス・フロンティア研究を切り開く

ものである。具体的な作業目的として以下の

3 点に注目した。 

 

（１）この一族は 17 世紀からグルジア宮廷

に仕え、イラン政権やオスマン朝との外交交

渉における通訳として活躍した。しかし、そ

の国境を跨いだネットワークは、ナショナリ

ズムの勃興、国民国家システムの普及といっ

た近代社会の中で次第に衰え、ロシア革命や

イラン立憲革命などの政治変動の中で忘れ

去られた。一族の活動は現在の歴史学ではほ

とんど知られておらず、系図作成などを通し

た家族関係の把握や活動の詳細等事実関係

を探求する必要がある。この作業を通して、

同家の広範な活動を確認する。 

 

（２）エニコロピアン一族の活動を復元した

上で、イランとロシア両帝国に仕えるに至っ

た背景とその後の活動の詳細を明らかにす

ることで、外交史や両国の社会･経済史にお

ける一族の具体的な役割について探求する。

こうした作業を通して、単なるディアスポラ

史観やマイノリティの便宜的利用を強調す

る見方を超え、境を越えるネットワークを利

用した幅広い活動の一方、19 世紀において管

理を強めていく国家のエリートを輩出する

という、コーカサス出身者の有した背反する

関係性の実態に迫る。 

 

（３）エニコロピアン一族の概要、活動の詳

細について検討した上で、彼らが活躍した二

つの国家の関係史における役割や、出身地コ

ーカサスおよびその中心都市トビリシにお

けるその存在感と地域社会における役割に

ついて検討する。アルメニア商業ディアスポ

ラの議論などと接続することで、既存の学説

を批判的に継承し、国家史と地域史双方のレ

ベルで同家の活動からみえるフロンティア

都市としてのトビリシと境域地域としての

コーカサス社会の性格および、これに対する

諸帝国の政策の特徴について具体的に探求

する。 

 

３．研究の方法 

上記の背景と目的を踏まえて、以下の 3 点の

方法を用いて探求した。 

 

（１）家系の復元と活動の詳細について、グ

ルジアをはじめとして一族の活動が見られ

る各国で史料調査を行い、史料の収集につと



 

 

めた。具体的にはグルジアの国立文書館や写

本センター、アルメニアのマテナダランとい

った文書館における文献調査およびアメリ

カ、オーストリア、イランなどでの子孫への

聞き取りも含めた資料収集を行った。さらに

収集した資史料について解析を進め、具体的

に史実について明らかにすることを心がけ

た。 

 

（２）境界地域エリートの歴史的活動やグル

ジア･アルメニア史学における扱い、ディア

スポラ研究などについて関連文献の収集と

読解を行うことで、研究の枠組みの深化につ

とめた。同様の目的で、研究推進者と同世代

であり、ロシア語とトルコ語やアラビア語な

ど複数言語を用いる点で手法も近いクリュ

ーズ（スタンフォード大学）やレイノルズ（プ

リンストン大学）といった海外の研究者と積

極的な意見交換を行った。 

 

（３）国内外での学会における研究発表や論

文執筆による研究成果の還元を積極的に行

い、フィードバックからさらに新たな資料収

集への糸口や理論的深化へのヒントを得る

ように努めた。 

 

４．研究成果 

研究の成果等については以下のようにまと

めることができる。 

研究の主な成果としてはじめにあげるこ

とができるのは、主に海外調査を通じて、多

数の未公刊文書を収集することができた点

である。トビリシの国立文書館では、エニコ

ロピアン家出身官吏の記した公文書や、ロシ

アからイラン宮廷に派遣された同家官人が

帝国権力から出発前に受けていた指令、ロシ

アからイランへ「逃亡した」農奴にまつわる

訴えなど、国家レベル・地域レベルでの同家

出身者のつながりと「分断」にまつわる興味

深い文書史料を入手した。また、アルメニア

のマテナダランが所蔵する文書からも、一族

史に関連する様々な情報を得ることができ

た。 

史料収集に関して、加えて特筆すべきは、

子孫係累からもたらされた情報であり、トビ

リシでは 19 世紀前半にグルジア語で記され

た系譜やペルシア語文書の写し、ウィーンに

おける調査では、20 世紀イラン史においてア

ーリア主義を声高に主張した有名軍人にも

つながる興味深いペルシア語の系譜などを

得た。ロシア帝国の文書なども含めて、グル

ジア語、ロシア語、ペルシア語の情報を利用

して詳細な系図の復元が可能となった。 

また、叙述史料についても、19 世紀末に記

されたアルメニア語著作をグルジアの研究

者の協力も得て読解し、改宗エリートも含め

てイランにおけるエニコロピアン家出身者

の活動について詳細情報を得た。この史料に

ついては、その重要性にも関わらず、今日言

及されることがほとんどない。19 世紀におい

てアルメニア人知識人社会の一大拠点であ

ったトビリシに関連する様々な史料に光を

あげることができたことは大きな成果であ

る。 

さらに、グルジア語史料の中にも、19 世紀

のみならず、18世紀初頭についてエニコロピ

アン家のイラン宮廷との結びつきをうかが

わせる興味深い記述を発見した。これは、研

究推進者がこれまで行ってきた 19 世紀以前

のイランにおけるコーカサス出身者の活動

とも関連する興味深いデータである。 

以上のように、コーカサスを出発地として、

イラン・ロシア・ヨーロッパにまたがるエニ

コロピアン家の広がりについて、系譜情報の

確定も含めて新たな知見を得た。そして、同

一族の活動の解析から、身分制の動揺、地域

秩序の再編、地域社会の変動など、ロシア支

配下で、それまでの伝統的身分制社会から、

民族原理が優先する新たな社会の秩序付け

が進行しつつあった 19 世紀コーカサス・フ

ロンティア社会における様々な興味深い事

象を抽出することができた。 

エニコロピアン家の活動の解析を通して

得られた成果の国内外における位置づけと

インパクトについても、順調に海外発表など

を通して成果の浸透に努めた。 

研究期間中、アメリカ（ミシガン大学、ス

タンフォード大学）、アルメニア（アルヤ大

学）、イギリス（ロンドン大学）など国際学

会を中心に発表を行った。また、イランとロ

シア間の境界等を移動したコーカサス出身

者について東京や大阪で開催された国内の

各種の講演会やセミナーで研究成果を披露

したが、その際に得られたフィードバックも

研究の進展に役立った。 

公刊論文・図書としては以下のような成果

を得た。分担も含めて、4 点の図書を執筆し

た。このほか、各国の研究者との意見交換も

踏まえた上で、コーカサス地方の中東とロシ

アの間にある独特の地政学的条件について、

周辺大国とコーカサス域内秩序の関係につ

いて、東洋文庫欧文紀要（Memoirs of the 
Research Department of the Toyo Bunko）
に英文論文を投稿した。また、『歴史学研究』

にグルジア武人のアフガニスタン・カンダハ

ールから、イスタンブルまでのユーラシア大



 

 

陸をまたにかけたグルジア武人の活動を解

析した論文を発表するなど、本研究を通して

「越境」への観点を深めることができた。諸

帝国のフロンティアが重なる地域としての

コーカサスの域内特性についても『ユーラシ

ア研究』掲載の論文を著したが、エニコロピ

アン家の活動を検討する中で深めた地域へ

のまなざしについても、時間的・空間的に検

討の幅を広げて成果を還元することができ

た。 

ロシア帝国のもとで西欧化・世俗化したコ

ーカサスのエリートは、「民族」言説が強ま

る中、帝国を解体する「周縁化」と分節化へ

つながる動きを自ら強めていった。その結果

成立した 20 世紀の国民および民族史学が忘

れ去った（ないし国民史学の枠組みで解釈し

てきた）彼らの活動を、コーカサス現地社会

の近代への対応という大きな歴史的文脈の

中で再評価することで、帝国史研究に新たな

成果をもたらしたと考える。 

以上のように、多数言語や各国に分散する

史料収集に骨を折りつつ、入手・読解した範

囲ですでにその社会的・政治的活動について

多くの史実を明らかにすることができたと

考えている。もっとも、同家の広汎かつ多彩

な活動は、予想をはるかに上回るものであり、

その複雑な活動の全貌をつかむため、今後も

基礎的事実の発掘も含めて、様々な国家をま

たいだその活動を追う必要がある。このほか、

経済的基盤についてもより情報を集めるこ

とで、一族の生きた歴史社会の復元を進めて

いく。 

ヨーロッパ、中東、ロシアの三つ巴の状況

に、中央アジア・中国と、インド洋の要素が

イランを経由して加わる複雑な地域がコー

カサスであり、ユーラシア史の結節点として

歴史学と地域研究の文字通りのフロンティ

アとして大きな可能性を秘めている。近代が

切り捨ててきた「周縁性」の多様性に光を当

てる作業を行うことで、国史に分割され細分

化された「ナショナル」な歴史学に現在起こ

りつつあるパラダイム転換に大きく寄与し、

既存の民族と国家を超える新たな歴史学を

構築することができるであろう。 
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